
　寒い日が続いております。今朝は、－23℃と報

道されていたましたが一番寒かった所は、－25℃

超えていたようです。

　今年は非常に寒くて、私の仕事にも大いに影響

があります。あまりにも寒い日が続くものですか

ら、水槽の培養の方がはかどらなく、早く暖かくなってほしい

と思っております。

　トルコの地震は大変な被害で断層がずれたなど報道されてお

ります。地震で４万人以上亡くなった方がおられ、日本は他人

事ではないと感じます。我々少しでも寄付をさせていただきた

いと思いますが、ＲＣの本部からの連絡が毎回かなり遅く、こ

ういう事はできるだけ早くするべきと考え、事務局の藤田さん

を通じて本部へ連絡を取ってもらいました。他のクラブから

もいつ集めるのかと問い合わせがあったようで、ロータリーと

してはガバナー会を開催しないと決定が出来ないということで、

先に集めてもいいとのことで、佐藤幹事と相談し本日募金を集

めようと決めました。なお本日は、この件で伝書鳩の記者の方

が取材に来られます。ご協力の程、よろしくお願いいたします。

幹事報告 佐藤幹事

１）次週木曜日は天皇誕生日の祝日にて、例会法定休日となり

ます。お間違えの無いようお願いします。

２）次週24日（金曜日）ですが、３ＲＣ合同事務局が休日となりますので、何かございましたら私ま

でお知らせ下さい。

３）米山奨学生ガンボルド君ですが、北見西ＲＣの米山奨学生として３月末をもちまして卒業となり

ます。本日レターボックスへ配布させていただきましたが、送別会を開催させていただきますの

で、出欠のご報告を次の例会時３月２日（木）までいただきますようお願いいたします。

第2434回例会
2023年３月２日㈭

本日のプログラム

第2433回 例会記録 2023/2/16

会長挨拶 窪之内会長

水 と 衛 生 月 間

天気 （例会時） 最高気温 -3℃

昼　食
桜エビの道明寺蒸し

豚ヒレのカツフルーツ人参添え
キャベツの黄身酢がけ
ご飯　味噌汁　香の物
デザート　コーヒー

■ビジター 米川親睦活動委員

フィリピンＥクラブ
グローバルシティマニラＲＣ
名誉会員　髙橋　　亮さん

■ニコニコボックス 松浦（章）親睦活動委員

浅野会員
千葉にゴルフに行ってきました。
２日間最高の天気でした。

近江会員
誕生祝いと結婚祝い、ありがとう
ございました。結婚して10年経ち
ました。何とか10年もちました。

水と衛生月間に因んで・ゲスト卓話「北見市の水道水はどんな水」
北見市上下水道局 浄水場管理係長 浅野　優 氏　環境保全委員会

R.I. DISTRICT 2500 THE ROTARY CLUB OF KITAMI WEST

北見西ロータリークラブ会報北見西ロータリークラブ会報
■ 創　立　日
■ 承　認　日
■ 例 会 場 所
　
■ 毎週木曜日
■ 事　務　局

昭和46年 4 月29日（1971/ 4 /29）
昭和46年 5 月27日（1971/ 5 /27）
ホテル黒部（７条西１丁目）
　☎２３－２２５１
12時30分～13時30分
　☎２５－２８２４

2022～2023年度クラブテーマ

《コミュニケーションとふりかえり》
■会　長 窪之内　覚 ■会長エレクト 斉藤伸一郎
■副会長 西村　清一 ■幹　　　　事 佐藤　尊人

「ともに紡ごう！ロータリーの未来へ」



委員会報告

Ｒ情報委員会　服部委員長
　第３回　情報集会のお知らせ

　【討論テーマ】『自己紹介をしてください』
　我が西ロータリークラブも、近年新しい会員が数多く入会しております。そのため会員の仕事
や人となりにつきまして、よく判らないといった意見を聞いたことがありますので、この機会に
ぜひ自己紹介でアピールしてください。

社会奉仕委員会　三浦委員長
　トルコ大地震義捐金のお願い

　　義捐金46,000円が集まりました。

プログラム ゲスト卓話「学際的社会福祉における生活の質・生きがい研究と今後の課題」
公益財団法人 日本ケアフィット共育機構 理事　髙橋　亮 氏　国際奉仕委員会

　迫田国際奉仕委員長よ
りご挨拶、フィリピンＥ
クラブグローバルシティ
マニラＲＣ名誉会員髙橋
亮様のご紹介の後、「学
際的社会福祉における生
活の質・生きがい研究と
今後の課題」と題し、卓
話をしていただきました。

生生ききががいいととはは
•「生きがい」は、日本語独特の言葉といわれている。「生きが
い」に、当てはまる英語やドイツ語やフランス語は存在せず、
心理学ではセルフ•アクチュアライゼーション(自己実現) と訳
していると報告されている。フランス語のレーゾン,デトル(存
在理由)も「生きがい」の他の重要な側面を表現しているが、
「生きがい」という言葉の持つ生活的な含みを失うといわれて
いる。見田は、「生きがい」という言葉が日本では日常語と
なってきたことは、偶然ではなく日本人の宗教意識と深いつな
がりがあると報告している。

ダダリリンン..HH..  オオーーククスス(Dall in H.0aks :末日聖徒イエス・キリスト教会十二使徒定員会会員,前ユタ州最高
裁判所裁判官,前ブリガム•ヤング大学学長)は、ボランティア的な奉仕をする際どのように奉仕するか
と言うことだけでなく、なぜ奉仕をするのかについても考える必要があると論説している。
人が奉仕を行う動機は様々であることからオークスは、奉仕の動機となる6段階を紹介している。
（何のために奉仕するのか, 聖徒の道, 1985,1:12-15）

①この世的な報いを期待して奉仕する人。このような人の奉仕は、いかなる個人的な奉仕であって
も名声を求めたり、収入を増やし富を得るのに役立つコネをつくったりするためのものである。こ
の世的な名誉や地位、あるいは権力のために奉仕する人もいる。
②よい友達を得たいという望みが動機になっている場合がある。これは第1の理由よりは優れている
が、やはりこの世的な報いを求めて行う奉仕の種類に入る。
③人によっては神や絶対者からの罰を受けるのが怖くて働く人もいる。
④義務感のため、また友人や家族、伝統に対する忠義感で奉仕する人もいる。才'-クスは、このよう
な人々を立派な「志願兵」に位置づけている。これらの人々は、疑ったり、なぜ奉仕しなければな
らないのかなどあまり考えることもなく、依頼されたことを本能的に行う人々である。このような
人々はボランティアの組織ではいたる所にみられ、立派な働きをしている。
⑤永遠への報いへの希望である。この望み、すなわち、自分の働きから生じた実りを楽しむという
望みこそ、もっとも力強い動機の源となる。
⑥最も効果的な奉仕をするためには、神への愛、また神の子供たち、すなわち全人類への愛を動機
としなければならない。キリストは、この原則を山上の垂訓の中に取り入れ、敵を愛し、自分を呪
うものを祝福し、自分を忌み嫌うものに善をなし、悪意をもって自分を利用し、迫害するもののた
めに祈れと教えられた。この戒めの目的は「あなた方が自分を愛するものを愛したからとて、何の
報いがあろうか。そのようなことは取税人でもするではないか。兄弟だけにあいさつしたからとて、
なんのすぐれた事をしているだろうか。そのようなことは異邦人でもしているではないか」(マタイ
5:46-47)という言葉から明確に理解できよう。これは自己を忘れた愛は、完全なものとするという
理想と直接結びつけられているものである。

ボボラランンテティィアアととはは
今日の社会福祉の分野では、福祉教育の中でボランティア学習が取

り上げられるようになってきた。ボランタリズムについてはキリスト
教文化の影響を強く受けた研究が多いが、一般に日本でのボランティ
ア活動の特質としては①自発性・自主性②社会性•公共性③与償制•奉
仕性④先駆性• 創造性⑤継続性•責任制などと分類されることが多い。
ボランタリズムとは、一般に認知されている「主意主義」としての
voluntarismと、国家と教会の対立から生まれたvoluntaryismの二つ
の語源があるといわれている：ここでは、福祉教育という観点から検
討するため、前者のボランティアリズムについて検討してみたい。
松山はvoluntarism はラテン語のvoluntas;意志する(will)が語源であり、
主知主義に対して自由意志が知性よりも優位にあるとする主意主義の
立場にあり、主に哲学や心理学で用いられた概念であると報告してい
る。

生生ききががいいととはは
人間がいきいきと生きていくために、生きがいほど必要なものはない、

という事実である。それゆえに人間から生きがいを奪うほど残酷なことは
なく、人間に生きがいを与えるほど大きな愛はない」と述べている。また
生きがいの特徴として5つの点をあげている。
①生きがいというものが人に「生きがい感」を与えるものであること
②生きがいというものが、生活を営んでいく上の実利実益とは必ずしも関
係がないということ
③生きがい活動は「やりたいからやる」という自発性を持っていること
④生きがいというものは、全く個性的なものであること
⑤生きがいはそれを持つ人の心に一つの価値体系をつくる性質を持ってい
ると生きるはりあいがあり、生きていてよかったと思えるようなこと」と
説明されている。

ひと とは
•広辞苑によると「人」の「ヒは日•霊、卜は所• 物の意か」と記
されている。すなわち、人は霊と物体の存在としてとらえるこ
とができよう。ノーベル生理学•医学賞受賞者アレキシス.カレ
ル (Alexis Carrel)は「人間この未知なるもの」のなかで、「人
間はすべての基準となるべきである。それなのに人間は、自分
たちが創り出した世界で異邦人になっている。この世界を自分
自身のために組織するという能力に欠けていた。なぜかとい
えば、自分自身の本質について、実際的な知識に加えて霊的
(spiritual)な事柄が関与していると明記されている。したがっ
て、人間の存在をより広い観点からとらえられることが今後の
相互支援に求められよう。５）６）

よよりりよよきき生生活活
「よりよき生活」の探求は、1960年後半から社会科学者らによ
り人間個々の特徴的パターンに関心がもたれ、2つの主なるカテ
ゴリーの因子を用いた生活の質の定義が検討されてきた。
ある研究者は客観的統計処理法で財産、健康状態、経済保障
のような個人的特質を検定して生活の質の定義を試みた。
一方では個人の生活経験を明瞭に記述した中で、主観的評定を
する生活の質の検討がされたものも存在している18)19)。

人間の価値
•人間の価値観と人生の目的を知ることは、人間に関わる研究を
始めるにあたって最も重要なことである。聖典の一節には「人
の価値が神の目に大いなるもの」であり「人が存在するのは喜
びを得るため」であると記されている。「神は自分のかたちに
人を創造された。すなわち、神のかたちに創造し、男と女とに
創造された」3)ということと、神のもつ特質をのばすことので
きる存在であることを理解することは人間がこの世で生きてい
くために非常に大切な知識である。



月 日16 61 12 44 10 0 74.6％2本 日 例 会

■ 例会予告 3 月 9 日 会員卓話「自己紹介」 松浦　章 会員　プログラム委員会

3 月 16 日 情報集会報告③	 Ｒ情報委員会

■会報委員長　岡村　秀明　／　■編集文責　小嶋　隆博

出席報告 大場出席副委員長

• ジェロントロジー教育には、「元気に長生き元気に死のう」という
主旨が含まれている。これを実践するためには、この問題は現在の
高齢の人々の問題ではなく、この世に生を受けた地球の子供から大
人までを含む全人類の問題であるという深い認識と意識改革が必要
に迫っている。すなわち、この発想の展開が、従来の貧困で家庭が
なく、障害があるものにのみ社会福祉で対応するという選別性の方
策から、いつでも、どこでも、誰でも必要なときに対応できる普遍
性をもった方策へとさらに転換する必要があることを論じている。
しかも、そうした発想を受け入れる条件として田代は、これまでの
固定化した人間観、歴史観、価値観などから解き放されることが必
要であり、多様な発想から検討が加えられ、関連分野の研究成果も
学ぶなどして、より科学的な視点からの再構築が考え出されていく
必要があることを論説している75）。

ジェロントロジーとは？

ジェロントロジー(Gerontology、老年学、加齢学) の
「Geron」はギリシャ語で老人(Old Man)を意味する。
ジェロントロジーは、単に「高齢者の問題」や「老
化」を扱う学問ではなく、高齢社会全体の構造を把握
し、それに対処するための学際的学問として理解すべ
きである。従来、老年学の力テゴリーには入っていな
かった世代間問題なども、今日的にはジェロントロ
ジーのテーマの1っとなっている。

出出典典••ケケンンデデリリッッググFF  ••ハハッットトンンRR::万万物物寿寿命命辞辞典典((川川時時久久••松松野野弘弘訳訳))、、講講談談社社、、4400、、11998833年年よよりり

職 業 平均寿命

おもな交響楽団の指揮者 73. 40
アメリカ政府の閣僚 71.39

発明家 70. 96

歴史家 70. 60

昆虫学者 70. 39

アメリカの単科大学•総合大学の学長 70.11

地質学者 69. 79
化学学者 69. 24

教育理論家 69. 06

教育者 68. 98
政治•経済学者 68. 68

医学•公衆衛生への貢献者 68. 57
植物学者 68. 36

ままととめめ
•共育の目標は、人の幸福に向けられるべき
ものであり、家庭が教育の基盤となるべき
である。これらの教育にかかわるすべての
人々は、なによりもはじめに、家庭人とし
ての役割を担うことが基本におかれてこそ、
筆者は草の根的な人間文化を含んだ学際的
生涯福祉と教育が可能となるものと考える。

•キヤステインバーム(R. Kastenbaum)は、ジェロントロジーの
研究領域に関して以下の項目を挙げている。①加齢に関連する
過程の科学的研究、②壮年者と高年者の科学的研究、③人文科
学(例えば、歴史学、哲学、文学の立場からの研究)、④壮年者
と高年者のためになる知識の応用などである。ジェロントロジ
ストの多くは、研究における時間枠組みが中年期あるいはさら
に早い時期から始まるべきであると考えている。これは、加齢
に関連する過程は、個人が人生の高齢期に達する時期以前から
始まっているという考え方に基づいている。また、ジェロント
ロジーの境界と機能を決定するにあたっては、曖昧な分野が存
在することも指摘されている。

哲学者 68. 22
小説家(おもな歴史上の) 67. 89

アメリカの州知事 67. 02

讚美歌の作者 66. 94
数学者 66. 62

オペラの作曲家 66. 59

聖歌音楽の作曲家 66.51
室内楽の作曲家 66. 26

アメリカ陸•海軍の司令官 66.14
(1666年〜1839年生まれ)

政治詩の作者 64. 47

油絵画家 64. 22
イギリスの作家•詩人 63.91

職業は、寿命と密接な関わりがあることが知られている。森らは、1980年の初期から定期
的に職業別における研究を報告してきた。その中で、興味深いのは、僧侶•宗教家の平均寿
命が、①77. 4歳と最も高く、つぎに②政治家 75. 6歳、③歌人73. 9歳、④医師73. 7歳、⑤
実業家 73. 2歳、⑥芸術家71.3歳、⑦教授71.2歳、⑧小説家68.8歳と続いていることである
(表2)。

• 表2 職業別平均寿命の推移
• 昭和元年〜54年 昭和55年〜57年 昭和58年〜62年

• 1 宗教家 75.6 弁護士 77.9 僧侶 79.5

• 2 実業家 73.2 政治家 77.7 弁護士 78.6

• 3 政治家 72.8 歌人 77.3 歌人 77.6

• 4 医師 71.5 宗教家 77.1 政治家 76.4

• 5 教授 67.7 芸術家 74.1 医師 75.9

• 6 俳人 67.6 医師 73.7 芸術家 75.2

• 7 歌人 66.9 実業家 72.6 実業家 73.8

• 8 芸術家 64.7 教授 72.3 教授 73.7

• 9 小説家 63.0 小説家 71.8 小説家 71.5

• 10 詩人 57.7 運動家 64.7 運動家 71.5

• 平均 68.6 74.1 74.4

• 出典•森一•六角順•医学系大学教授の享年と死因の調査、 比較文化研究、(30)、1995年より


